
②国際理解教育目標シート 派遣国      学校名         学校 氏名            

１ 

・①の「海外体験振り返りシート」で、在外教育施設への派遣中の、最も印象的な出来事や大切だと考

えたことの中から、５つの概念目標を選んでください。 

・５つの概念目標は、「知識」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性」の３つの観点

に、どれかは必ず入るように選んでください。最低 3 つの目標を選ぶことになります。 

・16 の国際理解教育の目標以外に、自分が考える概念目標がある場合は、「その他」の欄にその目標を

書いてください。 

 ◆「知識」 ①国際友好・平和 ② 文化的多様性と共通性 ③ 相互依存 ④ 持続可能性  

⑤ 公共性 ⑥ 民主主義  

 ◆「思考力・判断力・表現力等」   ⑦ 偏見・差別・ステレオタイプを見抜く力（批判的思考力） 

⑧ コミュニケーション力  ⑨ 課題解決能力  ⑩ 想像力・創造力         

 ◆「学びにむかう力・人間性」 ⑪人権意識 ⑫ 寛容・共感・受容 ⑬協力・助け合い・支えあい

⑭誇り・自尊心  ⑮責任・行動・挑戦 ⑯グローバルな意識 

 ◆その他（⑲                ⑳ 

選んだ概念目標 

１ （例）文化的多様性と共通性 

２ （例）批判的思考力 

３ （例）誇り・自尊心 

４ （例）寛容・共感・受容 

５ ※多く選ばれた目標を上げました。 

２ 教師として、指導観・教育観は変わりましたか。もし、変わったとしたならば、帰国後どのよう

に生かしていこうと思いますか。 

 

 

 

 

３  

 

 

 

 

あなたが選んだ概念目標を核にして、３つの国際理解教育の目標（ビッグアイデア）を創ってみよう 

①                                             

②                                             

③                                             

例：①文化的な違いの根底には、国や地域を越えた人として共通する願いや思いがある。 

② 多文化共生社会の鍵は、思い込み・ステレオタイプ・偏見などの誤った信念をただす批判的思考力である。 

③ 自らの文化に誇りを持ち、自らの自尊心を確立することが、異なる文化を受け入れ、共感する力を育てる。 



☆全海研からの提案～派遣体験を一般化して、国内校で新たな取り組みを！！☆ 

在外教育施設に派遣され、海外で経験したことは、国内の学校環境とは全く異なります。派遣教員は、海

外体験を「まるで夢のようだった」と表現します。体験談の賞味期限は 1年、海外体験を国内で活用するに

は、国内の教員にも理解できるよう国際理解教育の目標から説明できるように再構成する必要があります。 

 変化の激しい時代を生き抜く子ども達に

は、「何を学ぶか」だけでなく「どのように学

び、何ができるようになるか」という学びが求

められていますが、派遣教員の海外体験もまさ

に自分の体験を使って、国内の子ども達に何が

できるかを考えなくてはなりません。思い出話

のレベルから、国内校でできるグローバルな学

びをどう創るかのきっかけとして、この二つの

シートを試してください。 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

派遣中に生まれた人的なネットワーク！（帰国後も、永遠に生かせる財産です。） 

 

 

 

 

５ 

では、この 3 つの目標を、国内の学校でどのように指導していきますか。 

①  

②  

③  



☆派遣教員はいかに異文化体験をカリキュラム化できるか？☆ 

在外教育施設に派遣され、海外で仕事をするということは、国内の学校環

境とは全く異なります。派遣教員が、海外体験を「まるで夢のようだった」

とよく表現します。また、帰国後、自分の体験談がそれほど求められていな

いことに失望します。また、長い海外暮らしで、どうしても国内環境に違和

感を感じることもあります。実は、海外で獲得した知識や能力を国内で生か

すのは、非常に難しいものなのです。 

 上の図を見てください。国内という快適な場から派遣された海外では、す

べてが未経験で、まさにパニックゾーンと言えます。海外派遣前には、全員が研修（ラーニングゾーン）を通過してい

るのに、帰国時には②のようにいきなり国内環境（コンフォートゾーン）へ戻ってきます。 

 全海研では、②ではなく、①の十分な研修（ラーニングゾーンの通過）の必要性を訴えています。 

Ａ 帰国者が直面する心理的な落胆や混乱は、実は予測されることで、多くの研究が立証済みですから、客観的な知

識として心の準備をしておけば、かなりリエントリーショックは軽減されるでしょう。 

Ｂ また、海外体験を国内で活用するには、在外教育施設で課題解決に追われた記憶を、改めて整理して、国内の教員

にも理解できるよう教育目標から説明できるようにする必要があります。 

Ｃ 最後に、海外の教育を見聞し、その先進性に驚いたならば、それを新たな教育観や指導観として国内で発信でき

るように、自分の考えをまとめたり、県連情報を収集したりなど、きちんと消化しなくてはなりません。 

 ここでは、B の課題について、ワークシートを準備しました。帰国後に、少し時間をかけて、自分が海外でや

ってきたことを、土産話ではなく、国内実践への提案として受け止めてもらえるよう、ぜひ活用してください。 

①海外体験振り返りシートを（別紙）使ってみよう。 

・在外教育施設での教育活動の中で、帰国後報告したい印象的な実践を中央の付箋スペースに書き込んでみよう。 

・もしも、スペースが足らなければ、自分で付箋を用意して書き足してみよう。 

・書き終えたなら、自分の実践が周りにある 17 の国際理解教育の目標のどれを目指していたのかを検討してみ

よう。目標ごとに、付箋をまとめてみましょう。 

・17 の国際理解教育の目標は、「知識」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」の 3 つの観点ご

とに分かれています。3 つの観点にまんべんなく、自分が選んだ目標が含まれているか確認してください。も

しも、ひとつの観点でも欠けているなら、その観点について自分の実践をさらに深く振り返ってみてください。 

②国際解教育の目標シート（別紙）を使って、国際理解教育の目標から国内で新たな実践を提案しよう。 

・①の「海外体験振り返りシート」で、目標ごとにまとめた実践の中で、在外教育施設への派遣中の、最も印象

的な出来事や大切だと考えたことの中から、５つの概念目標を選んでください。 

・５つの概念目標は、「知識」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性」の３つの観点に、どれか

は必ず入るように選んでください。最低 3 つの目標を選ぶことになります。 

・17 つの国際理解教育の目標以外に、自分が考える目標がある場合は、「選んだ概念目標」の欄にその目標を書

きたしてください。 

・あなたが選んだ概念目標を核にして、３つの国際理解教育の目標（ビッグアイデア）を創ってみよう。                                 

例：①文化的な違いの根底には、国や地域を越えた人として共通する願いや思いがある。 

②多文化共生社会の鍵は、ステレオタイプや偏見などの誤った信念をただす批判的思考力である 

③自文化に誇りを持ち、自尊心を確立することが、異なる文化を受け入れ、共感する力を育てる。 

・最後に具体的な指導方針（こんなことをやってみたい！）（今こんなことをやっている！）を記入してみよう。 

〇帰国報告が、単なる海外見聞記から、帰国後の実践提案に変わることを祈っています。 

①  

② 


